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●休館日＝４・11・18・21・25・31日
※中央図書館は31日のみ
●中央図書館（☎231-2226）

▽２・９・16・23日＝おはなしの会（午
後２時）　 ▽８日＝乳幼児と保護者向け
おはなしの会（午前10時）
●彦島図書館（☎266-5086）

▽23日＝おはなしのじかん（午前10時30分）
●長府図書館（☎245-0328）

▽２・９・16・23・24日＝おはなしの
じかん（午前11時／23日は乳幼児向け）

3月の図書館行事

▽20日＝宮の杜
もり

読書会「万葉集、伊勢物
語の朗読と研究」（長府公民館／午前10
時）※長府図書館は駐車場なし
●菊川図書館（☎287-0102）

▽２日＝おはなしのじかん（午後２時）

▽16日＝雑誌リサイクル
●豊田図書館（☎766-3432）

▽２日＝おはなしの会（午前10時30分）

▽23日＝おはなしのじかん（午前10時30分）
●豊浦図書館（☎775-4180）

▽２日＝おはなしのじかん（午前10時30

分）　 ▽２日＝雑誌リサイクル
●豊北図書室（☎782-1718）

▽23日＝雑誌リサイクル

防衛省数学教官の講座
「身近なアレを数学で説明してみる」
■対高校生以上　■日３月17日（日）午後２
時～３時30分　■内買い物で損をしない
数学など　■定20人（先着順）　■申３月15日
（金）までに直接か電話で中央図書館へ
■所■問中央図書館（☎231-2226）

　下関のいくつかの地域には、寺院や家々であめの付いた旗を配る風習
があります。
　この本には、「御大師様は毎年三月二十一日。この日は弘法大師の命日
で、真言宗の各寺院や宗徒の家で参拝者にいろいろの接待をする。おの
おの寺院や家の表には御大師様の像が飾られ、そこにお参りする人、と
くに子供達にはハタなどを接待するので、私達はそれを『旗もらい』とい
つた。」との記述があり、「御大師様のお接待」が由来となっているとのこと。

亀山叢
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そうだ！
図書館に行こう
教えて！　図書館！！

Q「旗もらい」ってどんな行事？

中央図書館

☎231-2226

　家によっては大きな旗をくれる
ところがあり、その家の前には多
くの人が並んでいたそうです。
　また、旗の他にもお菓子やおも
ちゃを配ることもあったようです。
　現在でも一部の地域で続けられ
ており、子どもたちに親しまれて
います。
　時代が流れても変わらず続けら
れている行事です。これからも大
切にしたいですね。

このコーナーでは、図書館が所蔵して
いる本や図書館に寄せられた質問への
回答などを紹介します！

　お正月や節分、桃の節句に端午の節句
など、日本には１年を通してたくさんの
行事があります。季節のおいしいものを
食べたり、遊びをしたりと、どれも楽し
い行事ですが、その由来や込められた思
いをご存じでしょうか。この本は、日本
の伝統的な行事を多くのイラストを使っ
て分かりやすく解説しています。
　一つ一つの行事をより深く知れば、も
っと楽しめるはず！　子ども向けの本で
すが、大人が読んでも楽しめる1冊です。

「子どもに伝えたい　春夏秋冬
 和の行事を楽しむ絵本」
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今月の１冊


